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源頼朝が富士の巻き狩りの帰
りに、矢頭山の山頂から放っ
た矢が一里も離れた矢崎まで
飛んだ古事が伝わり祠を立て
毎年 4 月に村人集い祭礼が行
われている。

頼朝の豪弓道志村
頼朝伝説

源頼朝が富士の巻き狩りの帰
りに、矢頭山の山頂から放っ
た矢が一里も離れた矢崎まで
飛んだ古事が伝わり祠を立て
毎年 4 月に村人集い祭礼が行
われている。

頼朝の豪弓頼朝の豪弓頼朝伝説頼朝伝説
文治3（1183）年、鎌倉
幕府将軍源頼朝公が富
士に巻き狩りの帰り道志
村に立ち寄り武道の鍛錬
を行う。これが道志村頼
朝伝説の始まりです。
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・
令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を

可
決

・
令
和
5
年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決

・
特
別
会
計
予
算
そ
の
他
議
案
を
可
決

［
会
期
］
3
月
7
日
〜
17
日

●
条
例
制
定
（
3
件
）

●
条
例
改
正
（
7
件
）

●
令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
特
別
会
計
補
正
予
算
（
8
件
）

●
令
和
5
年
度
一
般
会
計
予
算

●
特
別
会
計
予
算
（
７
件
）

●
指
定
管
理
者
の
指
定
（
１
件
）

●
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
の
変

更
（
１
件
）

●条例制定（３件）

・道志村個人情報保護法他

●指定管理者の指定（1件）

・	道志森のコテ－ジの指定管理者の指定

３月
定例会

おもな審議事項

●令和 4 年度一般会計補正予算（第 8 回）
　37,388 千円の減額を可決

村税 �  6,039 千円
地方消費税交付税 � 2,157 千円
国庫支出金� △ 3,340 千円
県支出金 � △ 4,341 千円
繰入金 � △ 40,557 千円
諸収入 � 2,297 千円

おもな
財源
（補正分）

議会費 � △ 2,068 千円
総務費（ふるさとづくり事業費他）�△ 30,516 千円
民生費（生活困窮者緊急生活支援事業費他）
� △ 17,841 千円
衛生費（すこやか子育て医療助成事業費他）� 
� △ 9,144千円
農林水産業費（林業振興費他）� △10,785千円
土木費（道路維持費他）� △15,977千円
商工費（観光キャラバン事業他）� △ 4,778千円
消防費（災害対策事業費他）� △ 8,347千円
教育費（教育振興費他）� △ 3,622千円

おもな
使いみち
（補正分）
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・
ち
な
み
＆
き
ん
し
育
英
基
金
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
可
決

・
令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

・
残
土
処
分
場
野
原
地
区
の
土
地
取
得
を
可
決

・
訴
訟
上
の
（
一
部
）
和
解
に
つ
い
て
、
長
又
残
土
処
理
場
安
全
対
策

事
業
を
可
決

［
会
期
］
2
月
７
日

●
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
4
件
）

臨時会

第 1 回
臨時会

議案等の
提案理由

おもな審議事項

●令和 4 年度一般会計補正予算（第 7 回）
　44,565 千円の増額を可決

国庫支出金・県支出金	 537 千円
地方債	 1,400 千円
一般財源	 42,628 千円

おもな
財源
（補正分）

物価高騰対策支援事業 8,685 千円
出産・子育て応援交付金事業	 	580 千円
農村地域防災減災事業	 	1,600 千円
長又残土処理場安全対策事業	 	33,700 千円

おもな
使いみち
（補正分）

国
道
４
１
３
号
線

道
志
バ
イ
パ
ス
野

原
月
夜
野
ト
ン
ネ

ル
残
土
処
理
用
地

取
得
の
目
的
は

Ｑ
道
志
村
字
子
ツ
沢
１
４
８
０

番
地
の
山
林
︵
８
、８
８
３
・

92
㎡
︶
を
村
資
産
と
し
て
取

得
し
、
バ
イ
パ
ス
工
事
残
土

処
理
用
地
と
し
て
活
用
す

る
目
的
で
す
。

Ａ

ち
な
み
＆
き
ん
し

育
英
基
金
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
目
的
は

Ｑ
久
保
地
区
出
身
の
佐
藤
稔

氏
か
ら
の
教
育
費
指
定
寄

付
金
を
充
て
高
等
学
校
に

在
学
す
る
生
徒
を
持
つ
家

庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
子
供
た
ち
が
安
心
し

て
学
習
で
き
る
環
境
の
提

供
を
目
的
に
育
英
基
金
を

設
置
い
た
し
ま
し
た
。

Ａ



議会だより　No.58 （4）

令和 5 年度 特別会計予算　
会　　計　　名 令和 5 年度予算 令和 4 年度予算 前年度比

国民健康保険 2 億 7,076 万円 2億 7,242 万円 △ 0.6％

国民健康保険診療所 1 億 1,158 万円 1億 3,635 万円 　　△ 18.2％

簡易水道事業 1 億 5,157 万円 1億 63万円 50.6％

介護保険 　2億 1,439 万円 　	1 億 9,938 万円 7.5％

介護保険サービス事業 　　　　129万円 79万円 62.3％

浄化槽事業 1 億 8,034 万円 1億 4,095 万円　　　 27.9％

後期高齢者医療 5,066 万円 4,768 万円 6.2％

合　計 9 億 8,061 万円 8 億 9,823 万円 9.2％

総務課

●公有財産管理事業		 1,550 万円
●広域常備消防事務委託事業	 8,335 万円
●防災行政無線管理事業	 506 万円
●災害対策事業	 209 万円	

●庁舎維持管理事業	 772 万円
●役場新庁舎整備事業	 1 億 5,411 万円
●消防団活動事業		 									1,132 万円
●公用車管理事業　	 　　　　543万円

ふるさと
振興課

●情報通信施設管理事業	 2,343 万円
●移住定住促進事業	 457 万円
●公共交通対策費	 1,900 万円

●ふるさと納税事業	 9,058 万円
●創業支援事業	 100 万円
●サテライトオフィス事業	 7,295 万円

住民健康課
●保育所	 6,745 万円
●児童手当支給事業	 1,445 万円
●すこやか子育て医療費助成事業	 434 万円

●重度心身障害者医療費助成事業	 650 万円
●コロナワクチン接種事業	 572 万円
●温泉施設入浴料助成事業	 382 万円	

産業振興課
●環境保全事業	 5,180 万円
●農村地域防災減災事業	 	1,440 万円
●村道橋梁維持事業	 6,096 万円

●観光維持管理事業	 1,205 万円
●村道新設改良事業	 1,430 万円
●森林環境譲与税事業	 3,901 万円

教育委員会
●学校給食事業	 2,374 万円
●スクールバス委託事業	 3,339 万円
●高等学校就学助成事業	 1,224 万円

●英語教育推進事業	 546 万円
●学校ＩＣＴ環境整備推進事業	531 万円
●入学祝金支給事業	 75 万円

令和 5 年度一般会計予算

22億 7,639 万円を可決

※数値は万円単位に調整してあります。千円以下切り捨て。

当初
予算

前年度比前年度比
17.217.2％減％減
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※数値は万円単位に調整してあります。千円以下切り捨て。

議会費
4,217 万円
1.9％

総務費
6億 3,259万円
27.8％

民生費
2 億 8,109 万円
12.3％

衛生費
1億 2,653万円
5.6％

農林水産業費
1億1,919万円
5.2％

諸支出金・予備費
1億 2,220万円
5.6％

公債費
3億 5,817万円
15.7％

教育費
1億 9,866万円
8.7％

消防費
1億 400万円
4.6％

商工費
5,111万円
2.2％

土木費
2億 3,564万円
10.4％

歳出
一般会計

基金繰入金など
1億 5,307万円
6.7％

村の借金（役場新庁舎他）
1億1,014万円
4.8％

国・県から交付され
使える補助金
1億 5,101万円
6.6％

歳入
一般会計

村で使えるお金
12億6,753万円
55.7％

横浜市から交付さ
れるお金と道志村
応援寄付金など
2億 5,543万円
11.2％

村税

地方交付税国庫、
県支出金

寄付金

繰入金

村債
その他

皆さんに納めていただくお金
1億 8,599万円
8.2％

その他※
1億 5,272万円
6.8％

※その他の内訳
・繰越金	 4,000万円
・使用料及び手数料	2,907万円
・諸収入	 604万円
・分担金及び負担金	 600万円
・その他の交付金、他	 4,945万円
・地方譲与税	 2,216万円

22億 7,639万円
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議案第 22 号 令和５年度道志村一般会計予算
議案第 30 号 道志森のコテージの指定管理者の指定について　討論

め
に
も
、
施
設
使
用
料
の
歳
入
見
込

み
を
行
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
歳
出
２
款
１
項
５
目
に
計

上
さ
れ
て
い
る
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
改
修
費
」
で
す
が
、
現
在
の

道
志
村
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
稼

働
率
は
低
く
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
使
用
者
の
ニ
ー
ズ
も
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。施
設
を
改
修
す
る
前
に
、

産
官
民
連
携
の
推
進
体
制
の
整
備
、

施
設
改
修
の
検
討
、
使
用
者
の
誘
致

方
法
、
企
業
誘
致
や
進
出
企
業
の
定

着
方
法
な
ど
を
検
討
し
、
使
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
施
設
整
備
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
道
志
村
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
は
４
年
が
経
過
す
る
が
、
村

長
は
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
し
て
誘
致
す

る
と
言
っ
て
い
た
が
１
回
横
浜
市
で

誘
致
活
動
を
し
た
の
み
で
、
こ
の
事

業
へ
の
村
長
の
意
気
込
み
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
施
設
整
備
は
行
っ
て
も
国
の
交
付

金
を
活
用
す
る
と
、
使
用
状
況
等
に

対
し
て
会
計
検
査
も
実
施
さ
れ
ま

す
。
使
用
率
が
悪
く
交
付
金
の
返
還

に
つ
な
が
れ
ば
一
般
財
源
で
返
還
と

な
り
ま
す
。
施
設
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
も
５
０
０
万
円
か
ら
６
０
０
万

円
か
か
る
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、
約

半
分
は
一
般
財
源
で
賄
う
の
で
、
厳

し
い
財
政
状
況
に
拍
車
を
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
の
職
員

の
仕
事
量
の
増
加
は
避
け
て
通
れ

ま
せ
ん
。
事
業
執
行
は
リ
ス
ク
が

大
き
過
ぎ
ま
す
。
改
修
事
業
費
約

６
８
４
０
万
円
の
予
算
計
上
は
村
民

の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
改
修
整
備

費
及
び
関
係
経
費
の
減
額
を
行
う
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
等
の
価

格
高
騰
、
食
料
品
等
の
値
上
が
り
に

よ
り
、
社
会
情
勢
は
大
変
不
安
定
な

状
況
で
一
般
家
庭
の
生
計
も
厳
し
い

状
況
で
す
。
こ
の
状
況
は
い
つ
ま
で

続
く
の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
村
に

お
い
て
も
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

先
の
見
え
な
い
状
況
で
の
新
規
事
業

　
は
じ
め
に
、
道
の
駅
ど
う
し
使
用

料
は
土
地
代
の
２
４
５
万
３
千
円
の

歳
入
見
積
の
み
で
、
施
設
使
用
料
が

あ
り
ま
せ
ん
。
指
定
管
理
者
に
管
理

運
営
を
委
託
し
て
い
る
施
設
は
他
に

も
あ
り
、
他
の
施
設
も
赤
字
の
場
合

は
使
用
料
を
支
払
わ
な
く
て
も
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。
委
託
契
約
に
基
づ

き
支
払
っ
て
い
ま
す
。
道
の
駅
ど
う

し
に
お
い
て
も
、
初
め
か
ら
施
設
使

用
料
を
支
払
う
義
務
が
な
い
と
思
っ

て
の
運
営
だ
と
、
経
営
改
善
は
見
込

め
ま
せ
ん
。
運
営
の
改
善
を
行
い
、

村
に
施
設
使
用
料
も
支
払
え
る
よ
う

に
、
企
業
努
力
を
し
て
い
た
だ
く
た

　
一
般
会
計
予
算
は
、
子
育
て
支
援

の
充
実
、
人
口
減
少
対
策
で
は
単
身

用
住
宅
設
計
予
算
計
上
。

　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
お
い
て

は
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
交
付
金
の
４
分
の
３
の
有
利
な
交

付
措
置
が
受
け
ら
れ
、
国
が
認
め
た

事
業
で
あ
り
、
完
成
後
は
こ
れ
ま
で

の
反
省
を
踏
ま
え
産
官
民
連
携
し
た

体
制
で
村
の
発
展
に
貢
献
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
道
の
駅
ど
う
し
の
使
用
料
減
免
は

コ
ロ
ナ
禍
で
来
客
数
の
減
少
に
よ
り

は
費
用
対
効
果
の
実
証
及
び
先
進
事

例
等
の
課
題
に
つ
い
て
も
検
討
を
行

う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。私
は
、個
々

の
事
業
に
つ
い
て
村
当
局
が
、
ど
の

よ
う
な
議
論
と
検
討
が
さ
れ
た
の

か
、
疑
問
を
感
じ
ま
す
。

　
私
は
、
本
議
案
に
反
対
い
た
し
ま

す
。

討
論 

議
案
第
22
号

令
和
５
年
度
道
志
村
一
般
会
計
予
算

佐藤 徹
とおる

反
対
討
論

杉本孝
たかまさ

正

賛
成
討
論
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サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
最
大
限

活
用
す
る
こ
と
で
村
内
の
活
性
化
を

図
り
移
住
者
の
増
加
、
企
業
誘
致
で

雇
用
の
創
出
を
す
る
こ
と
も
見
込
め

ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の

多
額
の
交
付
金
も
活
用
し
て
の
誘
致

事
業
に
期
待
が
も
て
ま
す
。
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
中
心
に
産
官
民
提

携
の
推
進
体
制
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
活
か
し
た

企
業
誘
致
や
進
出
企
業
の
定
着
方
法

を
検
討
で
き
、
地
域
内
の
賑
わ
い
も

期
待
さ
れ
る
。

　
以
上
の
理
由
で
賛
成
し
ま
す
。

売
上
が
落
ち
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
が

落
ち
つ
き
今
年
度
の
売
り
上
げ
は
増

加
傾
向
に
あ
り
来
期
の
売
り
上
げ
は

増
額
が
見
込
ま
れ
来
年
度
の
使
用
料

は
支
払
い
可
能
と
な
る
と
思
い
ま
す

の
で
賛
成
し
ま
す
。

５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月

31
日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。
議
員
協

議
会
で
指
定
期
間
を
１
年
間
に
し
た

理
由
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
指
定
管
理

者
と
な
る
団
体
の
管
理
運
営
に
対
す

る
取
り
組
み
姿
勢
が
見
込
め
な
い
と

の
回
答
で
あ
っ
た
が
、
令
和
３
年
３

月
定
例
会
協
議
会
に
お
い
て
、
道
の

駅
ど
う
し
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
、
論
議
し
た
時
、
管
理
運
営

　
道
志
森
の
コ
テ
ー
ジ
の
指
定
期
間

は
現
在
の
契
約
だ
と
今
年
度
ま
で
の

３
年
間
だ
っ
た
が
、
本
議
案
は
令
和

　
観
光
協
会
の
専
従
の
職
員
が
、
本

来
の
事
務
を
お
い
て
、
森
の
コ
テ
ー

ジ
で
薪
作
り
な
ど
の
作
業
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
作

業
が
悪
い
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
本

来
の
観
光
協
会
と
し
て
の
業
務
は
、

観
光
客
の
増
加
対
策
、
村
の
魅
力
を

発
信
す
る
こ
と
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
な
ど
と
思
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
を
お
ろ
そ
か
に
し
、森
の
コ
テ
ー

ジ
で
作
業
を
す
る
こ
と
な
ど
は
論
外

で
す
。
村
か
ら
３
０
０
万
円
の
補
助

金
も
で
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
と
は

い
え
、
本
来
の
業
務
が
お
ろ
そ
か
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
観

光
協
会
と
し
て
の
本
来
の
姿
に
な
る

よ
う
に
業
務
改
善
を
行
う
時
間
と
し

て
の
1
年
間
は
妥
当
で
す
。
業
務
改

善
後
の
再
委
託
は
何
も
問
題
が
な
い

と
村
で
も
言
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
良

い
状
況
に
し
て
も
ら
う
た
め
の
1
年

間
の
指
定
期
間
は
妥
当
な
も
の
と
考

え
、
賛
成
の
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

に
改
善
が
見
ら
れ
ず
、
毎
年
多
額
の

財
政
支
援
を
村
が
行
っ
て
い
る
の

で
、
指
定
期
間
を
１
年
に
す
べ
き
だ

と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
村
は
３
年

間
の
指
定
を
主
張
し
承
認
さ
れ
た
。

道
の
駅
ど
う
し
は
指
定
期
間
３
年
間

に
し
、
同
じ
よ
う
な
状
況
で
道
志
森

の
コ
テ
ー
ジ
は
１
年
間
に
す
る
の
は

公
平
性
が
欠
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
１
年
間
だ
と
管
理
運

営
の
改
善
を
行
う
上
で
も
支
障
を
き

た
す
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
私
は
、
指
定
期
間
を
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま

で
の
３
年
間
に
修
正
す
べ
き
だ
と
思

い
、
本
議
案
に
反
対
い
た
し
ま
す
。

討
論 

議
案
第
30
号

道
志
森
の
コ
テ
ー
ジ
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

佐藤 進
すすむ

反
対
討
論

佐藤喜
よしあき

章

賛
成
討
論

大田博
ひろふみ

文

賛
成
討
論

賛
成

反
対

賛
成

賛
成 山

口　
章

佐
藤
喜
章

白
井
勝
光

杉
本
孝
正

大
田
博
文 ５

名
４
名※議長は採決

に参加しない

佐
藤
光
栄

池
谷
銀
重

佐
藤　
徹

佐
藤　
進
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議案等
の質疑

委
託
を
考
え
て
い
ま
す
。
議

会
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
、
こ
の
事
業
が
成

功
す
る
よ
う
し
っ
か
り
取
り

組
み
ま
す
。

﹁
道
の
駅
ど
う
し
﹂
の
コ
ロ
ナ
禍
及

び
コ
ロ
ナ
後
の
経
営
状
況
と
指
定
管

理
者
﹁︵
株
︶
ど
う
し
﹂
を
変
更
し

て
は
ど
う
か

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
改
修
の
是
非
及

び
利
用
者
募
集
の
見
通
し
は

Ｑ

Ｑ

売
上
、
客
数
共
順
調
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
電
気

料
金
や
仕
入
れ
価
格
が
高
騰
し
利
益
率
は
思
わ
し
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
買
い
物
弱
者
対
策
と
し
て
の
移
動
販
売
を
含

め
、
引
続
き
努
力
い
た
し
ま
す
。
指
定
管
理
者
の
変
更
は

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
指
定
期
間
終
了
時
の

対
応
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ａ

デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想

交
付
金
の
内
示

を
受
け
、
前
回

の
改
修
で
は
利

用
者
の
ニ
ー
ズ

に
こ
た
え
き
れ

な
い
部
分
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、

今
回
は
そ
の
よ

う
な
こ
と
の
無

い
よ
う
十
分
に

検
討
し
、
設

計
図
は
出
来
上

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
利
用

者
募
集
に
つ
い
て
は
、
役
場

内
で
は
、
ふ
る
さ
と
振
興
課

だ
け
で
な
く
全
庁
が
連
携
し

取
り
組
み
し
ま
す
。
市
場
調

査
な
ど
は
、
外
部
業
者
に

Ａ

移動販売風景

サテライトオフィスワーキングスぺース



令和 5 年 4 月 1 日発行（9）

森
の
コ
テ
ー
ジ
指
定
管
理
者
︵
道
志
村

観
光
協
会
︶
の
受
託
期
間
を
令
和
5
年

4
月
1
日
か
ら
令
和
6
年
3
月
31
日
ま

で
の
一
年
間
と
し
た
理
由
は

Ｑ
通
常
受
託
期
間
3
年
間
を
今
回
1
年
間
と
し
、
指
定
管
理
者
で

あ
る
観
光
協
会
の
業
務
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

Ａ

中
学
校
新
制
服
の
夏
用
シ
ャ
ツ
無

料
支
給
枚
数
が
1
枚
と
な
っ
て
い

ま
す
が
︑
夏
場
な
の
で
洗
濯
の
回

数
も
増
え
１
枚
で
は
足
り
な
い
と

思
い
ま
す
︒
追
加
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か

Ｑ
支
給
枚
数
に
つ
い
て
は
検
討
い
た
し
ま
す
。

Ａ

 新しい夏用制服

森のコテ－ジキャンプ場
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﹁
ち
な
み
＆
き
ん
し

育
英
基
金
﹂
概
要

令
和
4
年
度
に
教
育
寄
付

と
し
て
受
け
た
寄
付
金
は
、

寄
付
者
の
意
向
に
よ
り
、

基
金
と
し
て
積
み
立
て
ら

れ
、
令
和
5
年
度
か
ら
就

学
す
る
高
校
生
ひ
と
り
に

対
し
、
月
額
2
万
円
を
支

給
す
る
も
の
で
す
。

一般
質問

増
加
に
よ
る
都
市
住
民
と
の
交
流
で

地
域
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

ま
た
、地
域
活
性
化
企
業
人
事
業
で
、

企
業
か
ら
社
員
を
派
遣
さ
せ
、
企
業

の
持
つ
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

て
、村
の
魅
力
や
価
値
を
洗
い
直
し
、

経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

Ｑ
４
１
３
号
の
大
渡
ト
ン

ネ
ル
の
進
捗
状
況
は

A
︵
産
業
振
興
課
長
︶
現

在
、
野
原
及
び
大
渡
地
内

に
お
い
て
、
１
１
４
メ
ー

ト
ル
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
の

進
入
路
と
な
る
部
分
の

道
路
改
良
工
事
を
進
め
て

お
り
、
来
年
度
か
ら
ト
ン

ネ
ル
の
掘
削
工
事
に
と
り

か
か
る
予
定
と
の
こ
と
で

す
。
3
月
13
日
に
は
国
道

４
１
３
号
１
号
ト
ン

ネ
ル
︵
仮
称
︶
の
安
全

祈
願
祭
が
行
わ
れ
、

村
長
が
出
席
し
ま
し

た
。

Ｑ
ち
な
み
＆
き
ん
し

育
英
基
金
の
周
知
と

使
い
道
は

A
︵
教
育
委
員
会
課
長
︶
広
報
ど
う

し
５
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

令
和
５
年
度
に
高
等
学
校
に
在
学
す

る
子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
、
基
金
の

内
容
及
び
助
成
の
主
旨
を
周
知
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
、使
い
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、

寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
佐
藤
氏
の
意

向
を
踏
ま
え
、
高
等
学
校
に
在
学
す

る
子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
対
す
る
助

成
の
た
め
、
他
の
使
い
道
は
現
時
点

で
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
本
年
度
予
算
の
重
点
施
策
は

A
︵
村
長
︶
令
和
５
年
度
の
当
初
予

算
で
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

改
修
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
交
付
金
を
活
用
し
、
利
用
者
の

村
長

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
改
修

に
よ
る
経
済
活
性
化

新
年
度
予
算
の
重
点
施
策
は

佐藤 喜
よしあき

章議員

サテライトオフィス

国道 413 号 1 号（仮称）トンネルの安全祈願祭



令和 5 年 4 月 1 日発行（11）

村
長
「
住
ん
で
良
か
っ
た
村
、
住
ん
で
み
た
い
村
」

作
り
に
努
め
て
い
ま
す

3
期
10
年
の
実
績
、
今
後
の
行
政
運
営
は

佐藤 光
みつよし

栄議員

トンネル出入口付近

Ｑ

村
長
の
3
期
の
実
績
と
今
後
の

行
政
運
営
は

A
︵
村
長
︶
就
任
時
よ
り
、
若
者
が

定
住
で
き
、
安
心
・
安
全
で
豊
か
な

村
づ
く
り
は
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
こ
そ
が
未
来
の
道
志
村
へ
の
第

1
歩
だ
と
訴
え
て
き
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
か
ら
、
県
に
対
し
て
交
通

網
の
強
靭
化
を
強
く
要
望
し
、
国

道
４
１
３
号
の
危
険
個
所
対
策
工

事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、
令

和
3
年
7
月
に
雨
量
に
よ
る
交
通

規
制
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
神
奈
川
県
方
面
へ
の
ア
ク
セ

ス
向
上
の
た
め
進
め
ら
れ
て
い
た

国
道
４
１
３
号
1
号
ト
ン
ネ
ル
︵
仮

称
︶
が
大
渡
地
区
で
着
工
さ
れ
る
な

ど
、
目
に
見
え
て
進
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
同
時
に
、
県
道
都
留
道
志
線

の
防
災
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
整
備
計

画
も
事
業
化
で
き
る
よ
う
、
県
と
協

力
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
お
り

ま
す
。そ
の
他
、

学
校
教
育
で
は

一
体
型
校
舎
を

活
か
し
た
小
・

中
連
携
教
育

を
充
実
さ
せ
た

ほ
か
、
健
康
長

寿
社
会
を
推
進

す
る
た
め
、
65

歳
以
上
の
住
民

を
対
象
に
実
施

し
て
い
る
「
温

泉
施
設
入
浴

料
助
成
事
業
」

で
、
高
齢
者
の

交
流
の
機
会
を

創
出
し
、
健
康

の
保
持
増
進
、

介
護
予
防
に
資

す
る
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
返

礼
品
を
充
実
さ
せ
、
寄
付
額
の
大
幅

な
増
額
を
実
現
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
様
々
な
分
野
で
、
住
民
の
皆
様

が
安
心
・
安
全
で
豊
か
な
暮
ら
し
を

実
感
で
き
る
よ
う
な
施
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
村
政
運
営
を
行
う
上
で
、
法
律
、

条
例
、
規
則
等
を
遵
守
し
て
行
っ
て

い
る
か

A
︵
村
長
︶
法
律
、
条
例
、
規
則
等

に
つ
い
て
は
、遵
守
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
村
長
選
挙
の
不
正
投
票
疑
惑
は

A
︵
村
長
︶
私
自
身
、
一
切
そ
の
件

に
は
関
与
し
て
お
ら
ず
、
現
在
捜
査

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
な
の

で
、
責
任
や
進
退
に
関
し
て
現
時
点

で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ

公
約
の
実
現
を
親
族
に
邪
魔
さ

れ
て
い
る
が
、
親
族
を
ど
う
思
う
か

A
︵
村
長
︶先
ほ
ど
の
答
弁
と
同
様
、

お
答
え
す
る
段
階
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

一般質問全文は議会ホームページまたは議会事務局でご覧いただけます。
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12/14

建
設
厚
生

常
任
委
員
会

完成した法面

議会
活動報告

　
竹
之
本
地
区
法
面
工
事
︵
役
場
庁
舎
建
設
予

定
地
北
側
︶
の
下
請
け
金
額
に
つ
い
て
、
議

員
5
名
及
び
議
長
が
出
席
し
担
当
課
よ
り
説

明
を
受
け
、
協
議
い
た
し
ま
し
た
。

2/6

第
38
回
山
梨
県

市
町
村
自
治
講
演
会講演する須田慎一郎氏

　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
須
田
慎
一
郎
氏
の
講

演
会
が
甲
府
市
総
合
市
民
会
館
に
お
い
て

「
ど
う
な
る
政
治
・
経
済
~
コ
ロ
ナ
終
息
後

の
世
界
と
日
本
~
」
と
題
し
て
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
現
在
日
本
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
、
コ

ロ
ナ
終
息
後
の
日
本
に
つ
い
て
の
話
の
な
か

で
、
道
志
村
の
今
後
に
つ
い
て
の
参
考
に
す

る
よ
う
、
議
員
9
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
世

界
を
飛
び
回
っ
て
い
る
須
田
氏
の
世
界
観
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
目
の
覚
め
る
思
い
で

し
た
。
こ
の
思
い
を
村
政
に
生
か
し
て
ゆ
き

ま
す
。

1/25

総
務
文
教

常
任
委
員
会

要望書の提出

﹁
通
学
路
危
険
個
所
の
要
望
書
﹂
提
出

　
総
務
文
教
及
び
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
合

同
で
、
小
中
学
校
通
学
路
の
危
険
個
所
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
見
通
し
の
悪
い
カ
ー
ブ
で
の
乗
降
や
乗
降

場
所
に
行
く
ま
で
の
通
学
路
の
危
な
い
通

路
、
バ
ス
運
転
手
の
見
や
す
い
位
置
に
カ
ー
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ブ
ミ
ラ
ー
設
置
、
な
ど
す
ぐ
に
で
も
改
良
し

て
ほ
し
い
と
こ
ろ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
、
至
急
調
査
し
対
応
し
て
ほ
し
い
と
要
望

い
た
し
ま
し
た
。
早
速
調
査
確
認
し
、
対
応

す
る
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
富
士
山
世
界
遺
産
登
録
10
周
年
を
記
念
し

て
、
静
岡
県
沼
津
市
に
お
い
て
、
富
士
山
の

顕
著
な
普
遍
的
価
値
に
対
す
る
一
層
の
理
解

を
深
め
、
保
全
に
向
け
た
想
い
を
後
世
に
継

承
し
て
い
く
た
め
、「
富
士
山
の
日
フ
ェ
ス

タ
２
０
２
３
」
が
山
梨
県
、
静
岡
県
両
県
の

共
催
の
形
で
開
か
れ
ま
し
た
。
村
議
会
を
代

表
し
出
羽
議
長
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

2/23

富
士
山
の
日

２
０
２
３

2/16

3/17

令
和
4
年
度
議
会

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
参
加

議
会
活
性
化
推
進

特
別
委
員
会
設
置

及
び
委
員
の
選
任

並
び
に
付
託

　
東
京
都
千
代
田
区
全
国
町
村
議
員
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
委
員
全
員
で
参
加
い
た
し

ま
し
た
。
第
一
会
場
に
は
金
井
先
生
を
迎
え

関
東
地
方
5
町
村
の
「
議
会
だ
よ
り
」
が
提

出
さ
れ
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
当
村
の
「
ど
う
し
議
会
だ
よ
り
第
57
号
」

を
提
出
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
依
頼
し
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
。
レ
イ
ア
ウ
ト
、
文
字
配
列

な
ど
数
々
の
指
摘
、
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。

今
後
の
「
議
会
だ
よ
り
」
作
成
の
参
考
に
し

読
み
や
す
く
魅
力
あ
る
広
報
紙
を
作
っ
て
行

き
ま
す
。

　
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
は
議
会
の
改
革
を

推
進
す
る
た
め
、
議
員
の
定
数
及
び
報
酬
な

ど
調
査
、
研
究
を
行
い
、
議
会
の
活
性
化
を

目
的
に
、
委
員
9
名
で
構
成
す
る
特
別
委
員

会
を
設
置
す
る
。

広報クリニック研修風景
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平成 16 年測量を始め令和 4 年度現在完
成に至っておりません。
早期に完成させ住民が利用できるように要
望します。

12 月定例会以降のおもな活動

12月14日
（水）建設厚生常任委員会

1月7日
（土）消防出初式

1月8日
（日）20歳のつどい

1月25日
（水）

総務文教常任委員会
要望書提出

2月6日
（月）

山梨県市町村
自治講演会

2月7日
（火）臨時議会第1回

2月16日
（木）

町村議会
広報クリニック

2月20日
（月）

後期高齢者医療
広域連合議会定例会

2月21日
（火）町村議会議長会

2月23日
（木）

富士山の日フェスタ
2023

3月1日
（水）議会運営委員会

3月1日
（水）広報常任委員会

3月1日
（水）

富士東部広域環境
事務組合定例会

3月7日
（火）第2回定例議会初日

3月9日
（木）中学校卒業式

3月17日
（金）小学校卒業式

3月17日
（金）

第2回定例議会
最終日

地
籍
調
査
の
登
記
状
況

は

令
和
2
年
12
月
定
例
会

Ｑ
測
量
自
体
は
終
了
し
図
面
の

作
成
が
さ
れ
ま
し
た
が
法
務

局
の
登
記
に
手
間
が
掛
り
明

確
な
時
期
は
不
明
で
す
。

Ａ

現在、長又・白井平・大室指 3地区の登記が済みました。
その他地域については随時進行しております。登記完成に
はまだ時間が掛かる見込です。

その結果今は

議会の考え

測量風景

あの
一般質問は今

おもな
活動
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松
岡   

住す
み
お雄

会

長
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会

生
活
の
相
談
役
︑

つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
民
生
委
員
会

民生委員の皆さん

活躍する
団体紹介

　
昨
年
12
月
に
全
国
で
改
選
が
行
わ

れ
定
員
24
万
人
︵
欠
員
１
５
０
０
人
︶

の
方
々
が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱

を
受
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
山
梨
県
内
で
は
２
４
６
１

名
、
わ
が
道
志
村
で
は
15
名
︵
新
任

13
名
、
元
委
員
1
名
、
再
任
1
名
︶
の

民
生
委
員
が
各
地
域
に
配
置
さ
れ
て

お
り
、
生
活
上
の
様
々
な
事
柄
に
相

談
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
役
場
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
そ
の
他
関
係
先
と

の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
日
々
活
動

し
て
お
り
ま
す
。
何
か
困
り
ご
と
が

あ
れ
ば
民
生
委
員
と
世
間
話
で
も
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
民
生
委
員
会
で
は
今
年
2
月
、
3

月
の
定
例
会
に
お
い
て
村
診
療
所
の

松
田
医
師
の
指
導
を
受
け
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

︵
体
外
式
除
細
動
器
︶
の
研
修
を
実
施
、

2
組
に
分
か
れ
て
体
験
い
た
し
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

見
か
け
ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
体
験
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

だ
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

担当地区 氏名

月夜野～大渡 出羽 千代美

野原～久保 佐藤 てる子

笹久根～大室指 出羽 法子
（副会長）

椿～小善地 大房 保夫
（副会長）

大栗～馬場 佐藤 俊子

竹之本 佐藤 一恵

東和出村 杉本 英子

西和出村 松岡 住雄
（会長）

谷相～川原畑 佐藤 建蔵

大指～釜之前 杉本 長仁

東神地～中神地 山口 富士男
（主任児童委員）

下中山～上中山 佐藤 豊明
（会計）

下善之木～上善之木 杉本 小代美

川村～板橋 長田 和夫

下白井平～長又 水越 ひさみ
（主任児童委員）
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広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
杉
本　
孝
正

副
委
員
長　
山
口　
　
章

　
委　
員　
佐
藤　
喜
章

　
委　
員　
白
井　
勝
光

やまゆりセンタ－祭りでのライブ風景

祭
り
や
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
ラ
イ
ブ
な

ど
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加

し
、
自
分
た
ち
の
育
っ
た
道
志
村
を
盛

り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

富
士
吉
田
市
の
Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
ラ
イ
ブ
な

ど
を
通
し
、
村
外
の
方
に
道
志
村
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
い
興
味
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
是
非
ラ

イ
ブ
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
は
２
０
１
９
年
に
結
成
し
た

4
人
組
バ
ン
ド
「
バ
カ
の
集
ま
り
で
す

い
ま
せ
ん
」で
す
。
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

祭
り
を
き
っ
か
け
に
音
楽
を
は
じ
め

様
々
な
場
所
で
ラ
イ
ブ
を
行
い
、
今
は

バ
ン
ド
名
の
通
り
一
緒
に
バ
カ
に
な
れ

る
空
間
を
作
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
の
「
地
域
密
着
型
バ
ン
ド
」
と
言

う
曲
名
の
通
り
、
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

ライブを行い道志村の知名度アップ
バンド

「バカの集まりですいません」

10
年
に
一
度
の
大
寒
波
も
過
ぎ
、

日
々
春
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
世
界
各
地
で
猛
威
を
振
る
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
2
類

か
ら
5
類
に
移
行
す
る
運
び
と
な

り
、
3
年
ぶ
り
に
マ
ス
ク
制
限
、
行

動
制
限
も
緩
和
さ
れ
コ
ロ
ナ
前
の
社

会
に
戻
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
3
月

定
例
会
で
は
新
庁
舎
整
備
事
業
、
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
事
業
等
審
議
可

決
し
17
日
閉
会
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
山
積
み
さ
れ
た
課
題
に
向
き
合

い
村
の
発
展
、
村
民
の
暮
ら
し
向
上

の
た
め
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
読

み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
努

め
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

︵
杉
本　
孝
正
︶

記
後
集
編

6 月
定例会

6
月
6
日
（
火
）
開
会
予
定

がんばる人
紹介

佐藤綾
りょう

　佐藤徳
とくま

磨　城平波
はのん

音　山本高
こうしろう

之朗


